
小学部生活単元学習指導計画



指導計画作成上及び活用上の留意点

Ｌ発達段階に応じられるように，低学年はＭＡ２歳，中学年は４歳，高学年は６歳程度をめやす

においた。

2．子供たちが，興味・関心をもち．活動によって満足感（喜び）を味わい，生活に意欲をもって

取り組み，基本的な生活習'償や集団生活への参加能力を高めるように設定した。

3．他教科，他領域との関連を図り，子耐供たちが生活経験をひろげるようにした。

４．年間を通して各単元の関連を図り，子供たちが生活経験を生かし，見通しがもてるように構成

した。

５教材・教具の工夫，学習過程の定着化，役割分担などの面から，子供が生き生きと活動できる

ように工夫する。

６生活の中で弁別，類別，対応などの活動を取り入れ，教科学習との関連を深める。

７身体活動，模倣活動を取り入れるようにし，生活の仕方を具体的に分るようにする。

8．季節に応じた自然の観察，栽培などの活動を適宜取り入れるようにする。

単元の中で配慮する道徳徳目一覧
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低学イ,』

友だちになろう

学j佼碇とまろう

楽しく遊ぼう

(奥の遊び）

巡 動会

噛然の象にとまろう

まつりをしよう

クリスマス子供会

楽しく遊ぼう

（冬の遊び）

おゎかれ会

;.:’・高学年

わたしたちの学校

のりもの

宿泊学習

楽しい夏

野臨の探検

楽;ﾉい冬

関辿する道徳の徳目

(2)，Ku儀作法ｉ３ｉ整理，活州（６）明朗

咽侭皇心｛16）親切

(1)生命騨重（３）活虎（21）規j(U厳重

煙ｌ公表心

(1)生命尊霞（3〉整理，活用（211信頼，

友情剛規則尊霞

(1)生命尊亙（lOj自然，動物愛謹

剛規則尊垣

(1)生命尊電（２）礼儀依法（８）不とう不

闇ｕ８１信頼友情

(1)些命尊蕊（３）職理，活用ＵＯｌ自然係

護咽・信頼友情

(3)整理，活用〈１０）自然愛護（１５）創意進

収卿勤労

礼儀作法（３）整理，謂:：胴感謝

u８１倍.頓友情

(ﾕｊ鈍命聯重（３）整理，活賜川自然愛

(１８）友Ｗｉｉｌ９公平

12）礼儀作法（８）不とう不屈113）向上心

1ｍ尊敬（18）友情



小学部低学年４～５月

－１０６－
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名

学科活動・内容

1．友達と仲よしになる‘：！

(1)先生や友達を蹴るｃ

ｏｉ｡;分，先生ォ友達の塙前調べ

(2)「一・Ｈの《満'１の流れｊを知る。

。．-．i,の大まかな学校ﾉk活

(3)自分の物，位世，使い方がく〕かる･

ｏくつ箱，ロッカー，机，いす等

(4ノ歓迎会に参加する。

。〔省1己紹介の練習

ｏ歌やゆうぎの練習

・歓迎会への参加

(5)教室の飾り付けをする。

｡短冊つなぎ，秘つくり等

(6)学校内ぬぐりをする。

ｃ，校舎内………教宰，特別教室等

《》校舎外………退勤I易，州|等

(7)木･Ｉ:兇学に行く。

ｏ花木，小動物の見学

２いろいろな遊びをする。

(1；陸外での遊び寺する。

・散歩く花つみ）〈）水，砂遊び

｡固定施設遊び◎乗りもの遊び

。動物との遊び等

(2)屋内での遊びをする。

。リズム遊び｡迎勤遊び（マツ

１，．トランポリン等）ｃテレビ

。絵本。パズルｏプ瓶ツク

ｏミニカー遊び等

友だちになろう

(５６）

目
標

ご先検や新(/い友達と紳よく涌勤することに二より，学校幽括

に悩縦させるようにする。

ｏ券の脚然の噸で，いろいろな遊びや＃津に楽しく参加:,，

初歩的な身辺処理や集団行･勘の能力を養うｃ

留意点（「動き．の手だて）

ｌ
：
Ｉ
Ｉ
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１
１
！
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１
１

１
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Ｉ
＃
‐
Ｉ
１
１
１
１
１
１

｡呼…やﾏ噸…箸ケー｜
ム形式で行い，お虹いの籍前誕

気付かせる。

ｏｒ一藤の学習の流れjをもと｜
に，生活の定精化を図る。ｌ

ｏＲ常生活の婿導と関連をも滝

･鍵縦蝋嚇｜
撫難灘堂:｜
入れる。

。雪……,…にっ｜
いては実際の場で具体的に取り｜
扱う。

ｃ椛水や出店，人出の多さを;き

たり,触れたりすることで氷室’
の雰曲気を味*>わせる。

。‐-人ひとりの好きな遊びをも

とに新しい遊びも少しずつとり

入れ，新しい経験をさせる。

ｏ思い切り遊べるように遊具や

場のＩ昌夫をする．（数，大きさ，

背慧脊楽等）

ｏ撒師も遊びの中に入り，遊び

を盛り上げ，友達との触れ合い

をⅨ!るようにする。

備葛

。極人別

。宮前方・や

。;;r'・号シール

･表ｌ~･一『:の学

御の流れ」

(写真入り）

・し二・・ドプレ

一ヤ・一

。魚紙

・のり

・ＶＴＲ

｡校外学割（学

部行蔑）

。刷池施設遊具

・水，砂遊びセ

ンＩ,

。脚祇111類

・小仙物（うさ

ぎ，にわとり）

。ノぐズ．ﾉＬ

・ミニカー等



氏学年小学部 ４～５月

－１０７－

3．春の遠足に参加する。

(1)遠足について話を聞く。

○ 期日 , 場所 ， 日程，持ち物

(2)遠足の練習をする。

(3)

○

○

○

○

○

○

歌 ， ゆうぎ

持ち物の記名調べ

持ち物の名まえ調べ

持ち物の取り扱い方

大まかな日程

遠足ご つ こ

「一一一一一一一一ーーー一ー一ー一一一ーＩ

春の遠足に参加する。

Ｌ－－－－．－－－－－一一一一一一一一一０

(4)反省をする。

○ 場所，活動したこと等

4．のりものごっこをする。

(1)乗りもので遊ぶ。

ｏ三輪車，ゴーカート

○

車など

ーや

(一 つ

， 自転車，箱

こ遊び（汽車，飛行機等）

(2)リズム遊びをする。

○ 歌（きしや ， バスの歌）

(3)乗りもの調べをする。

○

○

絵本 ，
スライド ，

，

ＶＴＲ等

ゆうぎ

見学（自動車，電車，船等）

(4)絵かきや製作をする。

０

○

ぬり絵，絵かき

製作（車，船，ケーブルカー等）

(5)乗りものに乗る。

｢きしやにのろう」

○ 汽車，電車

(6)反省をする。

,
ノ､ﾐス

○

○

○

○

て

○

○

○

昨年の様子を８ミリ等でみせ

９ 関心をもたせる。

持ち物（リュックサック等）

を家庭から持って来させ，実物

を使って指導する。

一つ

学校周辺へ出かける「遠足ご

こ」を繰り返し行い，遠足の

流れの中で持ち物を具体的に収

扱わせ，‘慣れさせる。

採集した草花を見せたり，遠

足の中での活動を模倣させたり

○

○

○

する ◎

乗りたがらない子には，教師

と一緒に乗せて，楽しさを味わ

わせるようにする。

遊びをするなかで，簡単なき

まりや役割を少しずつ加えてい

き ， 友達とのかかわりをもつよ

うにする。

絵を見せたり，音も聞かせた

りして，乗り物への興味，関心

をもたせる。

自分の作品も加えてごっこ遊

びへ発展させる。

上級生の仲よしさんと安全な

行動ができるようにする。

伊集院と加治木を一年交替て

行かせる ○

● ８ミリ

・ス フ イド

･持ち物（リ

●

ツ クサック

ユ

，

弁当箱，水筒

敷き物，手ふ

き ， 雨具等）

草花の標本

･絵カード

●

●

●

横断旗

自転車

，

ゴーカート等

・ミニカー

・カセットコー

●

●

●

タ
÷

絵カード

ＶＴＲ

８ミリ

・スライド

●

●

模 型

学部行事



雌

淫

堂

学校にとまろう

(３２）

同

隙

小学部低学年６月

ｃ身辺処理能力の;皇』.己をめざして１脚分のこと{よr:分でL,よ

うとする態度を饗５．

｡階灘菅と‐緒蒋.行動することによぅて，楽しい摘油の券i)i；

気を味なわせる〔

学課活&肋．内容 留怠点（「働きＩの手だて） 嚇名

X･滞荊'１学押についての話を聞く。

。昨年の禰油のこと

。今年の術油のこと

2．描油道具の確認をする。

ｏ：i[i名の確認

(〕ｉ':他の物のlＸｘｊＩｌ

ｏ病泊道具箔

3．宿ﾘ:の練得をする。

枇渡起きの練習をする。

◎衣服の杵脱，たたみ〃．

◎歯みがき，洗哩

(2)入浴の練押をする。

○入浴に必要な物の準備

ｃ身･体の洗い方

(3)おやつづくりをする。

４，佼1ﾉ､I旅?I‘Iに参加する。

5．描沈学押の反省泰・する。

。昨年の８ミリをj同i』ぜ，猫加の‘隊

舞ぞ樹心を持た‐ijfる。

ｃ楠ｉ|腰i道具を使い，符がえ，睡

ｌｌＫ，洗迩などの一連の活動をさ

憧・，旅泊の大まかな様子を知ら

せる、

ｏ桁誠道具をﾉj；させ＄記名の有

無を教IIliiが確認する。

ｏ他人の物と区別させるため，

全瞳の適具を集めた後，ひとり

ずつ，自分の物を取らせる。

。指示艇従って行動できるよう

に徴iをかけたり，手をそえてや

一)たりツる。

・何度も繰り返しさせることに

よって，技能の脚.1%を図ると共

に，学習過怪の定着化を図り，

活動がスムースに行くようにす

る。

。校内の瓜呂を使い，楽しく入

浴できることに'産点をおき，技

能的ばことはjg･供のできる範囲

でさせる。

ｏ儒単にできる物を準備するｃ

。柳めての子供には，不安のな

いように声をかけてやり，楽し，

く参加できるようにする．

。宿泊道具の確認を;/ながら，

反省させる。

－１０８－

･８ミリフパルム

・映写,擬

・等真

・荷納辿呉

･絵カード

・名まえ方一ｋ

・薮．ザ

･脱衣力:?．

。洗劇器

･寝まき

。きがえ

。タオル

・洗雷器

・生涯訓練増の

紅用



低学年 ７月､学部

－１０９－

単

うじ

名

楽しく遊ぼう

(夏の遊び）

（１６）

目

標

水や砂などで遊んだり，行事に参加したりして

楽しさを知る。

夏の遊びの

学習活動・内容 留意点（「動き」の手だて） 備考

ｌ水遊びをする。

○

○

○

水のかけ合し

水鉄砲遊び

〕

船・おもちゃ遊び

２砂遊び・泥遊びをする。

ｏシャベルやスコップでの砂ほり

○

○

○

砂山づくり

おだんごづくり ， 型ぬき

泥遊び（歩く.，つかる）

３たなぱた子供会に参加する。

ー

○つ た , リズム

4．おやつを買う。

○アイスクリーム

○ジ

5．ジ

○

当ユ

ニユ －ス

－スやさんごっこをする。

色水づくり

ｏインスタントジュースづくり

ｏオレンジジュースづくり

６夏休みの生活について話を聞く。

○

○

○

遊び

行事（お盆 ９ 夏祭り）

学習（色ぬり，なぞりがき）

○

○

○

○

○

○

教師と一緒に水につかったり

シャワーをあびたりして

慣れるようにする。

, 水に

水をこわがる児童には，おも

ちやを与えて遊ばせ，水に親し

むようにする。

砂場ではだしになって，砂山

やだんごを作ったり

でほったりして

に親しませる。

，

， スコップ

砂や泥の感触

繰り返し行うことによって，

砂遊びに慣れさせ,教師と一緒に

活動できるようにしていく。

上級生と一緒になって，子供

会に参加できるようにする。

店や模擬店から，自分の好き

な物を選んで買い物をさせ，お

金への関心を持たせる。

○えのぐをといて，いろいろな

○

○

色の色水をつくり ， 色に関心を

持たせるようにする。

オレンジを.手で絞ったり，ジ

ユーサーにかけたりして，ジュ

一スづくりを楽しませる。

夏にあるいろいろな行事を，

絵や写真を,使 つ て知らせたり，

遊びを一緒にしたりして，夏休

みのあることを知らせる。

｡

●

①

ミニプール

水鉄砲

おもちゃ

・スコップ

・シャベル

｡バケツ等

°ジューサー

、 えのぐ

｡絵や写真



小学部低学年９月

－１１０－

巾
丸
名

学科活動・内容

L、二'学MJlの行.’基について話を聞くｃ

(1)奥休みの話在聞く。

ｏ奥休みのできごと

ｏ臭休みのべんきょう

一・学期の行載について話を聞く。

。運動会

ｏ少年血然の象宿泊

ｏクリスマス子ども会等

2．逆仙会について鏑を眼くｃ

ＩｌｊＶ'7,Ｒで昨年の通勤会を奥i』る０

12）出場‘価目について活を聞く。

3．運動会の準備や練稗をする。

(1)通勤会ごっこをする。

○行進○整列

毎迎勤会の縦。集合

｡返膜．挙手ｏ競技．演技

ｏ順番ｏ表彰〈〉応援

12）用具の準備をする。

ｏ用県のなまえしらべ

ｏはたづくり

(3)，紫部で練料を･する。

。紅･進○かけっとｃ応援

。リズムｏ団体競技等

{４１全校で練科をする。
Ｆ■■■■■■ﾛ｡■｡■ﾛ■■ﾛ■■■■一一－

４ｉ連幼会に参加する。】

5．運動会の反省をするｃ

(1)Ｖｑ,Ｒをみる。

運動会の話を聞く。、

(3)用具等の後始末をする。

運動会

(４０）

目
標
災付i括勤や競技・侭技をすることにより，運動会の楽しい震

囲気を味わわせる。

悪意点（「動きＩの手だて）

ｏ家庭から侍ってこさせた写真

誰もと(瞳教師が話をすすめる。

ｏ毅帥と緒に展永をさせる。

。昨年の写真資料等を見せたり

道具に触れさせたりしながら，

行種について知らせていく。

ｃ実際(こ道具を使ったり．かけ

つとのまねなどをさせたりして

種目について知らせる。

。具体物や具体的な活動により

種目のイメージを育てていく。

ｃ繰り返し行うことにより教師

と一緒に活動がスムースにでき

るようにする。

ｏ典体物と絵のマッチングをさ

せたり，ぬり絵をさせ許りする

ｃ上学年の子供たちに｡ｆをひか

れたり，また，模倣をしたりし

ぎがら活動できるようにさせる

。ＶＴＲの場面に合わせて，ご

っこ的に再活助させることによ

り思い起こさ｛当る。

肺考

。？~:・・11.
.Ｊ。全館

。夏休みのくえ

守
【
ノ

レ
争

巽
唇

み
熱
．
・
・
し
、

．
Ｐ
｛
．
ｒ
歩

こ
写
、
。

・遮勤会で換月

する庄輿

。Ｖ'型Ｒ

°蕊勤会で使陥

する阿典

・運動会で換凡

する用茨

°カセッＩ

･万醐放

・通勤会ｊ］貝

・絵カート

。ぬり絵

・迎勤会で使駕

する用貝

。カセッＩ

。Ｖ'と,Ｒ

｡運動会用具



－１１１－

小学部低学年１０月

ｏ入浴ｏ朝のつどいｏキ’

’ヤンドルファイヤー。食事
Ｌ一一一一一一一一一一一一一一一一－－－－－－－－－－－－１

「一一一一一.~~一~~一ーー一ーーーーーーーー~~‐.一一一ー ’

５１合同宿泊学習に参ｶﾛする。
ｏ野山の探険○夕べのつどい

凱

孟

名

学習活動．内容

｜

１．校外宿泊について話を聞く。

ﾕ）８ミリでI|ﾉ獣.』の様子を見る。

(2)場塀。:_i時について友だちの発表や

数師の話を聞く。

(3)Ｈ程について話を聞く。

(4〉グル…プづくりをする。

2．持ち物しらべをする。

(1)記名の確認をする。

(2)宿泊の持ち物について知る。

13〉探検の話をⅢく。

3．楢ｼ;の練習をする。

(1)蔵程表に沿って活動内容を知る。

(2)活動をとり出して練習をする。

ｏ入浴：キャンドルファイヤー等

Ｌ野i:jの探検ごつとをする。

(1)佼庭を散歩する。

(2)木や草花の実を使って遊ぶ噌

6．校外宿泊の反省をする。

ｃ場所について

合司宿泊学習に参加する。

ｏ野Iliの探険◇夕べのつどい

ｏ入浴ｏ朝のつどい（〉キ

やンドルファイヤーー。食教：

自然の家にとまろう

(２４）

Iー・

津ゴ

I嬰璽

合同宿泊学習をとおして秋の自然に直接触れさせるとともに，

身辺処理能力や集団の一員とﾐﾉで:の意識を高める。

留意点（「動き」の手だて）

。８ミリにでてくる木や草花，

｜ま策こよ…わ…りして｜
興味を持たせる。

|･宿泊の持ち物等を毒わらせて
｜興味を持たせる。
Ｋ＞異年齢集ｕとする。

ｐ教師，友だちといっしょにさ

'"誉;為…胸と絵ｶードの‐
ツチングをさせる。

。絵カードと絵力・・ドのマッチ

|，グや絵カー魁て…葛。
ｏ活動は教師と一緒にさせる。

|:繊鱒＃…
|させる。
ＩＣ髪かざり，洋服にくっつける等，

。繰り返し埼うことにより戦祁

|含細と鵬鋤が潟ﾑーズに毒
’るようにする。

。教師またはリーダ･‐と--緒に

｜活勤さ執る。

|･に駕遥鴛鰯”

備考

１
１
１
１
‐
ｉ
：
Ｉ
‐
●

Ｉ
１
１
１
１
１
‐
Ｉ
‐
ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｐ

。８ミリ

。こよみ

。，1<の実

・埴花

・国旗

･ワッペン

・絵カード

・宿派の持ち物

。／kの実

･箔花

。；;程表

･絵カード

･猫虻;の持ち物

･木の実

・草花

・ワッペン

・構油の持ち物

・木の実

・革花



小学部低学年１１月

－１１２－

４
口
乳
・
・
ｌ

洲
斗
菰
や
画

学縛活動・内容

ｌ
‐

１．まつりについて話を聞く。

ｏ蝋i１，内雰

ｏ準備するもの

２まつりの準備をする。

(1)まつりを見に行く。

ｏ大学祭，神社の秋祭りなど

ｏ棋擬店での買いもの

(2)とり入れをする。

ｏいも韓り

ｏみかん力亙り

ｏ野菜のとり入れ

。掘り出:ﾉ，ちぎる，遮蝿

（３）おやつをつくる。

ｏふか,:,いも，焼きいもなど

ｏジュースつくりｏ会食

(4)みこしをつくる:』

。とり入れたものでの飾り付け

・木の実や草花を使っての飾り付け

(5)出し物の練御をする。

。敬（おみこしわつしよいなど）

ｏリズム

(6)おみせやさんごっこをする。

。<だものの墳まえしらべ

○態づくり，並べ方

･摸凝貨幣の使い方

ｃことばづか『

まつりをしよう

〈３２）

目
標

秋の宮然のr:可で，とり入れやまつり,遠足に教師や友達と－．

譜に参加することによって，まつり爺どの楽しい雰囲気を味わ

わせる。

留意点（「動き』の手だて）

(〕いもなどを見せたり，８ミリ

等考見せたりしてまつりやとり

入れについての関心をもたせる

ｏ(1)-=(7)の活動を組合わぜて展

IML,ていく。

。みこしパレードを見せたり，

模擬賎で買いものをさ廿たりし

てまつりの楽しさを知ら登る。

ｏ教師と・緒に:しながら，手ざ

わりを楽しませ，色，形，味に

関心をもたせる噂

鯵とり入れとおやつづくりを繰

り返し行わぜ，収穫物への関心

をもたせる。

ｏとり入れの喜びをもとにみか

んなどのみとしつくりをすすめ，

本体は教師で作っておく。

。まつりの雰囲気客Fもつような

曲を選んでおく。

・収礎したみかんを中心に，く

だもの，おやつ，おもちゃを取

り扱う。

。買いたいものと同じ模擬貨幣

巻とり出させて交換させる。

備考

・いも

｡みかん等

。８ミリ等

°はつぴ等

・校外学科（'砦

部行蕊）

。お金営

．校外学習

・学部

・移植

閲
て

池
唾
一
“
》

･はさみ

・調理辿只

°ジューサー

．収磯した物

･すすき

・どんぐり等

。レコード

。くだも。〉各種

・絵カート

｡文字カート

・模擬艦

｡模擬貨幣（縁

入り）



(7)案内状をかく。

０ ぬり絵

(8)まつり広場の飾り付けをする。

○ 道具の運搬

○ 旗の飾り付け

０ 舞台つくり

３．まつりに参加する。

(1)衣装を着ける。

(2)パレードに参加する。

○みこしかつぎ

○ 行進

(3)まつり広場で遊ぶ

○ 出し物の発表

○ おみせやさんごっこ

０ 買いもの

ｏおやつ，会食

○ 遊び

４まつりの反省をする。

(1)ＶＴＲをみる。

(2)ぬり絵をする。

5．秋の遠足に参加する。

(1)遠足について話を聞く。

○ 期日 ， 日程 Ｐ 場所，バス利用など

(2)遠足の準備や練習をする。

○ 持ち物の点検 ， 出し入れ

○ 木の実，草花などの採集
『
－－－－－－ー－一一一一ーーー

－１

(3)戯堕星蛭麺丈亙2-Ｉ
(4)遠足の反省をする。

小学部低学年１１月

Ｃ 父母あてにかかせる。

○ おまつりの下絵を準備してお

き ， なぞらせたり，ぬらせたり

する ０

○ 教師の手伝いをさせたり，上

級生の作業の様子を見せたりし

て
， まつりへの関心をもたせる。

○ (まつぴや小道具を用意してお

き， まつりの雰囲気をつくる。

○ 上級生と一緒にかつがせたり，

あとについて行進させる。

○ 教師や仲よしさんと一緒にな

って売 一つたり ， 買ったりする。

○ 食べたり，おもちゃで遊んだ

りして，楽しいひとときを過ご

させる。

○ まつりの大きば下絵を準備し

ておき，共同でぬらせる。

○ 遠足ごっこを繰り返し行い，

遠足の流れの中で，バス利用，

日程，持ち物の扱い方を具‘体的

に練習させる。

○ 採集したものを使ってできる

遊びを準備しておく。

－１１３－

・フ ユらルトペン

● 封筒

● 万国旗

･紅白の布

● Iま 一つ ぴ

● はちまき

ア

･つ ちわ

●

●

●

●

●

み こし

のぼり

模擬店

模擬貨幣

くだもの

・おやつ

･おもちゃ

● くじ引きなど

● ＶＴＲ

・フ エ ルトペン

・持ち物（リ ユ

ツ クサック ，

弁当箱等）

● 木の実，草花



小学部低学年１２月

－１１４－

難
・
北
嶺

学習祇動・内容

1．クリスマスヂ供会に参加する。

t細ｊクリスマス子供会についての話を聞

，◎

ｏ期薗，出し物等

(2)クリスマスツリー等の飾りつけをす

る。

○クリスマスツリー

ｏ帽子づくり

(3)黒し物の練習諾する。

〈〉歌，リズム等

〈4）おやつづくりをする。

ｏクッキーの型ぬき

(5)プレゼントを貰いに行く。

16）クリスマス子供会に参加する。

2．新年を迎える準備をする。

(1)年凹状づくりをする。

ｏ郵便局の見学

ｏはがきづくり

。郵使屋さんぎっこ

もちつき大会に参加する。

(3)冬休みの過し方を知る。

ｏ裁年のあいさつ』遊び

ｏお年玉

クリスマス子供会

(２４）

目
標

ｏクリスマスツリーを飾ったり，当了･供会をしたりすることに

よって，クリスマスの楽Lﾉい雰冊気を味わわせる。

ｏ年の暮れの街の様子やもちつき大会埴どに触れさせる。

留意点（「動きiの手だて）

。クリスマスの飾りを示したり

歌を敬わせたりして，楽.L／い雰

囲気をつくる。

ｃツリーの飾りは，エ･供がつ跡・

やすいように:準備しておく。

ｏ１ｌｉ子はあらかじめ作っておき

それに俺紙をおぎって捲らせた

り，種‘をぬらせたりする。

ｏ子･供が知っているものを選び

繰り返し練習して発表させる。

ｏクッキー･は，型ぬきができる

ようにあらかじめ準備しておく

ｏ：-:頃の子供の様子に応じて，

プレー瀞ン１，を選ばせる。

。上級生と.2人紅を作らせて買

い物をさせる。

ｃ画凋紙を使って私製のはがき

を作り＄乎型やスタンプを押し

て，友達や親あての年賀状を作

らせる。

○母親や教師と一緒に，もちつ

きをしたり，もちを食べたりし

て楽しく過させる。

ｏ新年のあいさつが巳頃のあい

さっと違うことを.知らせる。

錨君

・クリスマスの

飾り

・し。．-．）､：

・こよみ

°クリスマスツ

リー

・帽．ｆ

･色紙

・えのぐ

･オLブン

・型ぬき器

。'師別紙

･はさみ

。えのぐ

･スタンプ

・もちつき機

･きね

・うす



小学部低学年１～２月

－１１５－

単
元
名

楽しく遊ぼう

(冬の遊び）

(３２）

目

標

○ 木々や草花，人々のようすなど自分の身近な冬のようすに

触れるとともに，友達や教師と一緒にいろいろな遊びをする

ことにより，冬を楽しく過ごすことができるようにする０

学習活動・内容 留意点（「動き」の手だて） 備考

1．冬休みや正月についての話を聞く。

ｏクリスマス○もちつき

o初詣でｏお年玉など

２三学期の行事について話を聞き，絵暦

をつくる ◎

o持久走大会ｏ節分ｏたこ上げ大会

ｏお別れ遠足等

3．学校のまわりを散歩する。

○ 雪ｏ霜

o木々や草花○人の服装

４冬の遊びについて話を聞く。

oかるたとりｏまりつき。すごろく

○ポールけり○たこあげ等

5．いろいろな遊びをする。

o室内での遊び（例）

●

●

●

あぶりだし

音あて遊び

魚つり

・パチンコ

●

●

ビー玉遊び

まりつき

。ころがしピンポン

●

●

●

●

●

●

卜フ ンボリン

わらべ歌遊び

ままごと

ｶﾕるたとり

卜フ ンプ

すごろく他

○

○

○

○

教師は，具体物（餅やのし袋

等）や絵・写真等をもとに，話

をしてやる。

大きな行事について知らせ，

三学期も楽しいことがありそう

だということを感じとらせる。

下絵は教師が準備しておく ○

別の季節に撮った子どもや学

校周辺の写真やスライドと見比

くさせる。

ｏかるた

○

， さいころ ， ポール等

の具体物を示したり，それらで

○

○

遊んでいる絵や写真を見せるこ

とにより遊びへの興味を高める，

子供の発達段階から，触覚，

視覚，聴覚などの五感や目と手

の協応など感覚的な遊びをでき

るだけ多くとり入れるようにす

る○

子供が興味関心を示すような

遊具や玩具を準備し，遊び方を

しらせるようにする。

子供たちが遊びたいという

遊びをたいせつにし，好きな遊

具，玩具を選ばせて遊ばせるよ

うにする。

●

●

●

●

餅 ・のし袋

写真・絵

広巾用紙

えの具

・クレパス

●

●

暦

写真

・スライド

●

●

●

夏服・扇風機

ｶﾕるた

すごろく

・ポール

●

●

●

●

●

●

●

●

●

絵・写真

みかん

りんご

火鉢

磁石

すごろく盤

とび縄

卜フ ンポリン

ままごと道具

・パチンコ台

・ビー玉

● 卓球台

・ピンポン

・ポール



小学部低学年１～２月

－１１６－

o屋外での遊び（例）

。穂，つららさが;‐‘

°雷遊び

。おしくらまんじゅう

．ポール遊び

･鬼ごっこ

･上”き，準郷し遊び

。ｆ転:噸乗り

･葱わとび‘他

6．ゲーム大会亭する。

掴〉学級でするぐ

学部全体でする。

(3)表彰式をする。

7．節分子供会をする。

戦節分についての活を聞く。

121鬼の面一‘>くり

｡ぬり絵

(3)蕊まき。暇の練習

(4〉節分子供会に参加する。

8，たこあげ大会をする。

(1)犬-こあげ大会の1活を聞く。

(2)たこを作る。

ぐにゃぐにゃたこ

13）たこあげ入会に参加する｡

９．反宵をする‘

ｃおも：／ろか－．ﾆたこと。

ｏどんな遊びをしたか。

(）とん黙り，走ったりなど身体

全休を使った遊びを多くとり入

『し，身体が暖まるようにする。

。救師や_:ざ学乍のJ'･供と．…緒に

遊ぶ葱かで‘集:螺こはいれるよ

う;こ蝿瞳する｡

。数m１１や友達と一緒にケ…ムを

したり遊んだfりするなかで、そ

②楽しい劣鮒気審味わわせるよ

うにす患｡

・鬼を怪獣，子供た､曇をウル

'､ラマンなどの疋義の味方にみ

たてさせて，楽しく豆まきをや

らせるようにする。

《〕たこっくりの過程よりも，実

際砿たこをあげる活動を楽L,め

るように配慮する。

ロケ･-．ム大会でもらった賞品や

賞状：作った面，遊具などをも

とに再活動させることにより恩

い出させるよう#こする。

･平均台

・自転錐

･電輪虚

。〈L:び認

･ボール

・鬼の剛

■
■
ｒ
■
ご

マ
マ
●
埋
寸

Ⅱ
。
』

《
ロ

。

･宜状

‘窯'１．

｡上上ロロ

｡紙芝崎

。厚紙

ﾟクレノｆヌ

・はさみ

・上述

｡竹ひご

。方、

｡ビニール

°ili性ペン

保
状
品
具

賞
賞
作
遊

●
ロ
、
守



小学部 医学年 ２～３月

－１１７－

単
元
名
もうすぐ○年生

(３２）

目

標

○

○

おわかれ発表会，おわかれ会などを通して，教師や友達と

一緒に活動する喜びを味わわせる。

一年間の主なできごとに関心を持たせ，進級することを意

識づけるようにする。

学習活動・内容 留意点（「動き」の手だて） 備考

１－年間の主な行事について話を聞く。

○

会

主な行事（入学式，宿泊学習，連動

， クリスマス子供会など）

2．おわかれ発表会に参加する。

(1)おわかれ発表会についての話を聞く。

○

○

昨年の様子

今年の出し物

（リズム
， 合奏など）

(2)出し物の準備や練習をする。

○ノ

○

●

｡

｡

1,道具 ， 出し物の名称

出し物の練習

学級ごと

学部全体

予行練習

信一－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－

|(3)おわかれ発表会に参加する。

可

１
１ｰ－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

(4)おわかれ発表会の反省をする。

○．

○

出し物

参加者

3．おわかれ遠足に参加する。

(1)おわかれ遠足について話を聞く。

○ 期日 う 日程など

(2)遠足の準備や練習をする。

○

○

持ち物の点検

出し物の練習
r‐一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

I（３）おわかれ遠足に参加する。Ｌ－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

「
１
Ｊ
一

(4)おわかれ遠足の反省をする。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

絵ごよみ，写真などを示して

どんなことがあ つ たか知らせる。

昨年ＶＴＲ，写真を見せたり

教師が演技したりして発表会の

様子を知らせる。

一年間を振返り子供たちが殿も

よく活動したものや個々の特徴

をふまえたものなどから出し物

を選択する。

小道具作りは，手伝い程度に

とどめ ， 出し物や小道具の名称

の学習に重点をおく。

子供達の興味が持続するよう

に小道具を与える時期，練習形

態などを工夫する。

何をしたか，使った用具を示

して確認してなおさせる。

一年で最後の遠足であること，

六年生は卒業することを知らせ

る○

記名の有無，道具の不足など

を教師と一緒に調べる。

六年生とできるだけ遊ばせるｃ

、

●

●

、

絵ごよみ

写真

写真

絵ごよみ

°レコード

。ノ｣､道具

°カセットレコ

-グー

°楽器

●ノ

●

●

l、道具

タンボール箱

写真

･遠足道具



:〕、文集「たけのこ.ｌをつくる。

(1)咋康の文集について話を聞く。

(2)ぬり絵，手形，文匡霞の模写などをす

る。

(3)文集を見る。

4．おわかれ会に参加する◎

(1)おわかれ会について話を聞く。

。！脈，『-;程，プレゼントなど

(2)プレゼントを作る。

ｏ寄書き，メダルなど

(3)出し物の練習をするｃ

ｏおわかれのことば

ｏ出し物

。リズム，ぅたなと

(4)おわかれ会に参加する。

５．．－年間のまとめと新年度の準備をする。

(1；一年間の考なできごとについて聞く。

ｏｆｆな行率（季節ごと）

･遠足‘宿71忽1学習，運動会歯クリス

マス子供会など

(2)新年度のｒとについて話を聞く。

ｏ学年，組，鞭入生

ｏ春休み，歓迎会

(3)教室の整理をする。

ｏ作品（図工，プリントなど）

○用具（クレパス，のりなど）

(4)歓迎会の準備や練習をする。

6．学校の周囲を散歩する。

(1)春の自然の絵や写翼を見る。

(2)学校周辺を歩く。

小学部低学年２～３月

。教師は手泰加えないで，子､供

のできる範囲で害かせ，成長の

記録として残す。

。発表会，遠足電どと関連させ

て六年生とわかれる会であるこ

とを知らぜる。

ｃいつまでも思い出として残る

ような物を作らせる。

ｏｒさようなら｣lがんばって.！

｢おめでとう」煎どの言葉や態

度で示させる。

ｏ}Wごろしている物から選ばせ

る。

。絵ごよみ，行事等で使った卿

具'８ミリなどを兇,せて，一年

間の主なできごとを思い出させ

る。

。新入生のくること，組が子･供

によって変わることな鰐を知ら

せ進級することを意識づける。

。自分で作った物や使ったもの

をまとめてつづったり，箱に整

理させてもち帰させたりする。

ｏ新入生を迎える尾とを知らせ

Ｆ{ごろよくしているものをさせ

る。

ｏ木の芽，秘などに関心をもた

せる。

－１１８－

文集

プリン:、

写真

プレゼント

文字カート

絵ごよみ

用具

図鑑，カメラ



小学部中学年４月

１１９

単

うじ

名

わたしたちの学級

(２４）

目

標

○

○

進級の喜びをもたせ，学級の一員として生活しようとする

態度を養う。

春の自然に触れさせるとともに

力を高める。

， 身辺処理や集団行動の能

学習活動・内容 留意点（「動き」の手だて） 備考

１．新しい学級づくりをする。

(1)新しい学級について話し合う。

○

○

○

先生，友達の名前調べ

く一つ箱，机等の場所，位置

わたしの目あて

(2)歓迎会に参加する。

○

○

○

自己紹介の練習

出し物の練習（歌，ゆうぎ）

歓迎会への参加

(3)教室の飾り付けをする。

(4)当番や係を決める。

○ 仕事内容の確認，係の決定

(5)学校めぐりをする。

(6)木市見学に行く。

○ 花木，小動物の見学

(7)花園の手入れをする。

○ 除草，植付け，水かけ等

２春の遠足に参加する。

(1)遠足について話し合う。

○

○

昨年の様子

期日 ９ 場所 ９ 日程，持ち物，約束

(2)遠足の準備や練習をする。

(3)

○

○

○

持ち物の名前調べ

持ち物の取り扱い方

集合，整列の仕方，歩き方
Ｆ一一ーーー一一一一一一一一一一一一＝１

１－－誉哩墾IE室哩亙cL-l
(4)反省をする。

○ 話し合いｏ絵かき

○

○

新しい担任や友達，教室等の

変更から進級したことをわから

○

○

○

せる ０

｢一日の学習の流れ」を繰り

返すことによって，学校生活に

○

○

○

見通しがもてるようにする ０

それぞれの活動の中に遊びを

取り入れ，教師と子ども，子ど

も同士の触れ合いを図るように

する ０

能力に応じて役割を分担し，

できるだけ一人一役制にして責

任をもてるようにする ０

草花に触れさせ，形，色，に

おいなどに関心をもたせる。

８ミリや写真等を見せて，遠

足への期待感をもたせる。

草花の標本を準備しておき，

草花への関心をもたせる。

遠足の流れがわかり，自分の

ことは自分でできるように，当

日の流れに添って繰り返し練習

させる。

●

●

●

個人別写真

名前カード

表「一日の学

習の流れ」

・レコードプレ

●

一ヤー

色紙

・のり

●

●

●

●

当番，係の表

校外学習（学

部行事）

移植ごて

じょうろ

・カレンダ

●

●

●

●

●

８ミリ

写真

●

ー

持ち物（’ノ

､ソ クサック

弁当箱等）

横断旗

草花の標本

，

ユ

・絵，文字カー

ド



l,学部 中学年 5月

1２０

歌
．
元
名

学課活動・内客

1．のりもので遊獣。

ｏ品'陥車，：‘転単，ゴーカート，含車化

ｏ抑;ﾉｰて（引っぱって〉もらって

ｏ自分で動かして

２のりもの調べをする。

ｏ身近篭のりもの

・バス。瞳｣撫・乗;:*『1Ｌ・汽血，他

ｏのりものの分類

・雄Ｌと：バス，埴車，：､ラ､ソク偽

・海上：船，ヨット他

｡蜜:ジｭｯﾄ鶴へﾘﾆｭプﾀｰ他

3．のりものに関する歌を歌ったり，リズ

ムをtﾉたりする。

○歌豊リズム

Iきしや』Fきしやぽっぽ』｢バス.;他

ｏのりもののまねく形態，音化）

･賎jfj機：iliij･芋をひろげて

・自助型：ブッブー･他

。絵かき，製作

詮かき：自動庫.、飛宏機．船ｲ１１」

製作：削刷§行機，稀陣他

4．のりものご竜>とをする。

。バスごっこ，汽唯ごっこ他

停慰所での待ち方，乗り降りのL,〃

車内での態度他

ｏ鰐号機や横隙歩道も加えて

6．のりものに乗る。

｢汽車髄乗ろう」

7．反省をする。

のりもの

(３２）

目

腰

。；.i抵求や.-乳輪車などの遊具に乗って遊んだり;、乗り物調べ

等をしたりすることを通して乗り物についての関心を高める。

。乗り物ご･夢こ寺したり，バスや電車等に乗ったりすること

!ごより：身近な交通捲関の利用のし方に煩才しさせるｃ

留恵黒〈ｊ動きｊの手だて）

・二輪車や側転車などの遊具に

乗せることにより，乗り物で遊

ぶ楽しさを味わわせるととも臆

乗り物についてぬ興味・開心を

間めるｃ

<，絵本，図鑑，カセット､等を利附

し，実際の形や普を1竜し‐ごやる．

ｃ実際に走へている虞勤単や，

バス，トラック態ども見学させる。

。絵と絵、絵と文字などの対応

もさぜる。

ｏ調べたり，蛙学したりしたのり

もののイメ…ジをもとに，歌を歌ｉ

わせたり，模倣や身体表現諾さ

せたりする。また，そののりも

のを絵にかかせたり，製作さ雪

たりすることを通して，のりも

のについての興味・閏心をさら

に高め、理解を深めさせる。

ｏ作．たもので向山に遊ばせるｃ

･連転争や単しよう等の役割，

切符や料金の払い方，駅や停留

所，交通道徳等をもりこんで扱う《

。交通安全と同時に他人に迷惑

をかけないということをおさえる。

ｏ安全面には充分留意するとと

もに，これまで学習したことが

生かせるように配膳する。

備弓

｡乗り物の遊具

可
自
ｄ
凸

。
■
■
６
■
一

哩
心
獅
彊
Ⅷ
一
｛
‐
坤
弘
〈

４
偉
吟
１
・
誇
齢
１

■
』
一
－
１
１
９

－
“
。
艶
Ⅱ
』

旨．:~－－カー‐I、

他

｡絵本，閏鑑

°スライト

･８ミリ

。カセット

･絵カー・｝

°文学カート

．絵カード

･ミニカー

・積木

・カセット

。m剛紙

。ぬり絵

。空箱，空かん

°自作教員

バス．汽.槙，
串

停留所他

･信対



小学部 中学年 6月

1２１

単

①■口

うじ

名

宿泊学習

(３２）

目

標

○

○

身辺処理能力の向上をめざして，進んで自分のことは自分

でしようとする態を養う。

友達と一緒に行動することによって，楽しい宿泊の雰囲気

を味わわせる。

学習活動・内容 留意点（「動き」の手だて） 備考

Ｌ宿泊学習について話し合う。

○

○

昨年の宿泊のこと

･宿泊場所・主な日程

●

今年の宿泊のこと

期日・場所・日程など

２宿泊道具の確認をする。

○

○

記名の確認

宿泊道具名

３宿泊学習の準備や練習をする。

(1)日程表を見て主な活動を知る。

ｏおやつ，ふろ ， 夕食など

(2)寝起きの練習をする。

○

○

○

○

衣服の着脱，たたみ方

毛布のたたみ方

ふろしきの包み方

歯みがき，洗面

ｏバックの中の整理

(3)入浴の練習をする。

○

○

入浴に必要な物

入浴のしかた

(4)おやつづくりをする。

○

○

買い物

おやつづくり

４校内宿泊をする。

5．反省をする。

○

○

○

○

○

○

○

昨年の８ミリを見せ，どんなこ

とをしたか思い出させ，その一

部を取り出して，実際にさせて

みて宿泊への関心を高める。

自分の持ち物に記名してある

ｶﾕひとつずつ子供に確認させる〈

絵カードで禰泊道具名をわか

らせる

眉

０

主な活動の時刻をおさえ，朝

９ 晩の区別をさせる。

日程表と関連づけ，繰り返し

活動させることにより，学習過

程の定着化を図り，その活動の

○

内容をわからせる。

できるだけ自分で入浴に必要

な物を準備させるが，できない

子供には，指示や他の子供の行

動をよく見せることなどで準備

させたい。

自分達でできそうな物を選び

店へ皆で買いに行かせる。

できるだけ自分でするように

指導者や友達の活動に目を向け

させる。

・８ミリフィルム

●

●

映写機

日腿表

・カレンダ

●

●

、

や

宿泊道具

絵カード

日程表

・脱衣カゴ

⑨

●

●

●

寝まき

洗面道具

蒲がえ

洗面器

°タオル

０ お金

・ホットプレー

ト



1．夏の行事や生活について話し合う。

ｏたなばた，６月灯

ｏ夏休み

2．水遊びをする。

ｏ水のかけ合い，顔つけ

。水鉄砲づくり，遊び

ｏ船遊び

ｏしゃぼん玉遊び

小学部中学年７月

単
元
名

目

友達と一緒になって水遊びをしたり，おやつづくりをしたり

して，夏の遊びを楽しむようにする。
たのしい夏

(１６） 標

・ミニプール

・洗面器

・水鉄砲

・船

・しゃぼん玉

留意点（「動き」の手だて） 備 考学習活動・内容

｡あ篭駕巽確:!:墓＊

3．たなばた子供会をする。

ｏたなばたの飾りづくり

ｏたなばた子供会参加

4．おやつをつくる。

（１）フルーツポンチをつくる。

ｏ缶づめや果物の買い物

ｏポールや皿の準備と後始末

（２）シャーベットをつくる。

（３）ジュースをつくる。

○オレンジジュース

◎麦茶

ｏ水のかけ合いや，顔洗いを繰

り返しすることによって，顔に

水がかかることに慣れさせ，水

中に顔をつけられるようにして

いく。

ｏ市販の水鉄砲や空容器を利用

して作った水鉄砲で，友達と一

緒に遊ばせ，子供同士の関わり

を持たせるようにする。

ｏ短冊つなぎや切り紙などをし

て飾りを作り，ささ竹に飾らせ

るようにする。

－１２２－

・五色紙，色紙

。のり

･竹

5．夏休みの生活について話し合う。

○遊び

○学習（色ぬり，なぞりがき）



小学部中学年９月

－１２３－

単

うじ

名

運動会

(４０）

目

標

集団行動ができるようにするとともに ， 競技・演技を精いつ

ぱいして運動会を楽しむことができるようにする。

学習活動・内容 留意点（「動き」の手だて） 備考

１．二学期の行事について話し合いをする。

(1)夏休みについて話し合いをする。

○

○

夏休みのできごと

夏休みのべんき
や

よ・フ

(2)二学期の行事について話し合いをす

る

○

○

０

運動会

少年自然の家宿泊

ｏクリスマス子ども会

２運動会について話し合いをする。

(1)ＶＴＲで昨年の運動会をみる。

(2)出場した種目を発表する。

3．運動会の準備や練習をする。

(1)運動会ごっこをする。

○

○

○

行進。整列ｏ順番

運動会の歌ｏ競技・演技

集合ｏ表彰ｏ応援

(2)用具の準備をする。

○

○

用具のなまえしらべ

はたづくり

(3)学部で練習をする。

ｏ行進ｏかけっこｏ応援

ｏリズムｏ団体競技等

(4)全校で練習をする。
Ｆ一一ー一一一一一一一－－－１

４．｜運動会に参加する。Ｉ
Ｌ－－一一一一一一一一一一Ｊ

5．運動会の反省をする。

(1)ＶＴＲを見る。

(2)楽しかったことを発表する。

(3)用具等の後始末をする。

○

○

○

○

○

○

○

○

写真をもとに簡単な話をさせ

たり ９ それを絵にさせたりする。

教師といっしょに○×（夏休

みの勉強）等をさせる。

昨年の写真資料等を見せなが

ら簡単な話をさせる。

用具を提示して出場した種目

を発表させる。

教師や友だちの活動を模倣さ

せながら運動会のイメージをふ

○

くらませていく。

繰り返し行うことにより，活

動がわかるようにする ○

絵と絵のマッチングをさせた

りぬり絵をさせたりする。

教師の指示により決められた

場所に集まらせ，いろいろな活

動をひとりでさせたりさせる。

かけっこの順番など，自分の

ようすについて発表させる。

● 写真

・ノ､ﾐス

･写真等

・こよみ

●

●

ＶＴＲ

運動会で使用

する用具

｡運動会で使用

する用具

°カセット

｡万国旗

●

●

●

絵カード

ぬり絵

運動会で使用

する用具

。カセット

● ＶＴＲ



５

小学部中学年１０月

○
○

－１２４－

■
』
・
Ｉ

麺
．
“
列
々
（
恥

学習活動・内溶

卜…繍に一審いて話:参金いをす愚。
（１）８ミリで昨年の嫌苫･をみる。

②場所・日時に．ついて発表したり，教

姉の話を聞いたりする。

(3)ｉ言|謀について話を聞く｡

(4)グループづくりをする。

2．持ち物しらべを-する。

il）品名の確認をする。

(2)術蹟の持ち物について知る。

(3)探険に必典芯道具について話を聞く。

３桁ｼ|‘iの練習をする。

il）１１碓表と時刻の塁刀を練習する。

(2)活動をとり出して練詞をする。

○入浴，キ･舟,ンドルフフ･イヤー・等

4．野山の探険ご壱こをする。

仙校庭のlLi然を例鑑で調べる。

(2)木の実や'‘:!』:花を使・参てもようをつくる。

(3)懐I＃竃灯の使い方の練習鞭する。

合同職？I‘I学習;こ参加する｡

＝１

野;』1の探険ｃ夕べのつどいｉ

入溶ｏ刺の一ｺどい○キ：

’やンドルファイヤー．。食４１：
b－－－－－－－－－－-.-..--.--....=_-..-...----；

6．校外宿泊の反省をする。

(〉活』肋：ﾉたこと･ｃ

野山の探険

(２４）

目
標

。秋の自然の巾で直接触才I,させたり，図鑑を見せたりするこ

とによって動植物に興味関心を持たせる。

<》身辺処理能力を一畷高めさせるとともにグループを:ii心と

した溌勤の銅で適切に行動できるようにする。

｜留意点<I動きjの手だて）

Ｃｉｔ‘・分の様子について話をさ

たり，こよみを読ませたりす

ｏ活助を動作化させて活動に

いて理解を深めていく。

ｏ異年齢渠団とする。

ｏ文字カードと実物のマッチ

グをさせる。

。必要なﾉ｣具をさわらせたり

Ｘ冒させたりする。

ｃ時刻と活動を関連づけさせ

。異年齢集団で行う。

ｏ数師が調べて見くらべさせ

ｏメダルなど使矧できるもの

○

○

せ
る
く
評
ン
使
る

ふ
を

つくらせる。，

○繰り返し好うて.とにより活動

がわかるようにする。

ｃ指示に従い活動できるよう価

に応：》た指示を_:夫する。

ｏ採集したものや使った凡具を

もとに反省させる。

備汚

・８ミリ

・文喰カード

°．程表

・こよみ

◇ワッペン

。文字カーi、

・宿泊の持ち物

°ブーイフ

･捕虫あみ

。日程表

｡時計の力冊

・自作の図鑑

・ｉｒｌｉ虫あみ

。接着剤

・煙巾電灯

。ワッペン

・探険道呉

。宿泊の持ち物

的･ロ玉[コー堕言

ｃ，１幅２２fi〈

・採集物

・用具



小学部中学年１１月

－１２５－

単

ﾌ゚ロ

名

まつりをしよう

(３２）

目

標

とり入れやまつり，遠足に参加することによって，自然への

関心を高め，まつりなどの楽しさを味わうことができるように

する ○

学習活動・内容 留意点（「動き」の手だて） 備考

１まつりについて話し合う。

○

○

昨年の様子

期日，内容， 準備するもの

２まつりの準備をする。

(1)まつりを見に行く。

○

○

大学祭，神社の秋祭りなど

模擬店での買いもの

(2)とり入れをする。

○

○

○

○

いもほり

みかんがり

野菜のとり入れ

掘り出し，ちぎる，運搬

(3)おやつをつくる。

○

○

焼きいも ， かりんとうなど

ジュースつくりｏ試食会

(4)みこしをつくる

○

○

○

０

とり入れたものでの飾り付け

草花 ， 木の実を使っての飾り付け

布やテープを使っての飾り付け

(5)出し物の練習をする。

○ 歌（むらまつりなど）

ｏリズム

(6)おみせやさんごっこをする。

○

○

○

○

くだものの名まえ調べ

店づくり ， 並べ方

お金の使い方

ことばづかい

○

○

とり入れやまつりの８ミリを

見せて，学習への関心を高める。

まつりまでの計画，大まかな

活動内容，準備を知らせる。

ｏみこしつくり

○

○

○

○

○

○

， パレードを見

せたり，模擬店で買いものをさ

せたりして，まつりのおおよそ

の様子をわからせる。

植え付けからとり入れまでに

どんなことがあったかを思い出

させる。（作業

の様･子）

， 手入れ，成長

とり入れとおやつづくりを交

互に行って，とり入れへの意欲

をもたせる。

とり入れの喜びをもとに，く

だもののみこしづくりをすすめ

みこしの型を教師で作っておく。

まつりにふさわしい曲を崖ん

でおく。

役割を分担させたり，交代さ

せたりして，各係の内容のおお

よそをわからせる。

値段札をみて，お金を出すこ

とに重点をおく。（５０円以内）

● ８ミリ

。みかん

●

⑤

いもなど

Iまつぴなど

･校外学習（学

●

●

●

●

①

●

部行調）

お金

写真

移植ごて

はさみ

ビニール袋

調理道具

・ジューサー

●

●

●

●

収穫した物

木の実

草花など

紅白の布

°レコード

●

●

●

●

●

●

くだもの

絵カード

文字カード

計算カード

模擬店

お金



（２）パレードに参加する。

○みこしかつぎ

ｏのぼりかつぎ

（３）まつり広場で遊ぶ。

ｏ出し物の発表

○おみせやさんごっこ

ｏ買いもの

○おやつ

ｏ遊び

（４）後始末をする。

ｏ迎柵

４．まつりの反省をする。

（１）ＶＴＲをみる。

（２）ぬり絵をする。

小学部中学年１１月

ｏ仲よしさんと組んで売ったり

買ったりする役を交代しながら

すすめるＣ

Ｏ買ったものを食べたり，遊ん

だりして，みんなと仲よく過ご

させる。

ｏ指示に従って，自分の使った

物の始末をさせる。

ｏ楽しかったことを発表させ，

それらを下絵にかいて与える。

…繕…とい…て偲鳶ﾙ…にかかせる。

（７）案内状をかく。

ｏぬり絵

（８）まつり広場の準備をする。

ｏ道具の運搬，設置

。艇の飾り付け

○舞台つくり

ｏ；模擬店つくり

○お菓子つくり

３．まつりに参加する。

（１）衣装を糟ける。

ｏ教師の指示によって作業させ，。万国旗

できないところは教師が手伝つ°紅白の布

てさせながら，まつりへの意欲・模擬店セット

を高める。。机，いす

。ＶＴＲ

･フェルトペン

○衣装や道具を早目に用意して

おき：また音楽もまつりを盛り

上げるようなものを流す。

ｏ中・高等部生や父母の前でか

け声や動作を大きくし，元気よ

くパレードをさせる。

｡はつぴ

・はちまき

･うちわ

･みこし

。のぼり

。ダンプ､リン

。カスタネット

ｏ団体行動，バス利用などは目・スライド

分でできるように具体的な練習・遠足の日程表

を取入れる。（遠足ごっこ）・遠足の持ち物

ｏ採集した木の実や草花を使っ

て遊ばせたり，台紙にはらせて

形，色などに関心をもたせる。

。くだもの

｡お菓子

･おもちゃ

°くじ引きなど

。お金

－１２６－

5．秋の遠足に参加する。

（１）遠足について話し合う。

ｏ期日，日程，場所，持ち物など

（２）遠足の準備や練習をする。

。記名調べ，道具の扱い方

（３）遠足に参加する。

ｏ木の実，草花などの採集

（４）遠足の反省をする。



クリスマスツ

リー

帽子

オーブン

型ぬき器

画用紙

スタンプ

クレパス

もちつき機

中学年 １２月小学部

Ｌｌ

●
⑨
●
、
●
●
●
。
の
●
●
うす

ドレコ

８ミリ

－１２７－

単
元
名
クリスマス子供会

(２４）

目

標

○

０

ツリーの飾り付けや子供会の準備をすることを通して，ク

リスマス子供会を楽しく過ごすことができるようにする ○

年の暮れの街の様子やもちつき大会などに関心を持たせる。

学習活動。内容 留意点（「動き」の手だて） 備考

1．クリスマス子供会に参加する。

(1)クリスマス子供会について話し合う。

○ 期日 う 出し物等

(2)クリスマスツリー等の飾りつけをす

る０

ｏクリスマスツリー

○ 帽子づくり

(3)出し物の準備や練習をする。

ｏ歌，リズム

○ 小道具づくり

(4)おやつづくりをする。

○クッキーの型ぬき

(5)プレゼントを買いに行く。

(6)クリスマス子供会に参加する。

２新年を迎える準備をする。

(1)年賀状づくりをする。

○

○

○

郵便局の見学

はがきづくり

郵便屋さんごっこ

(2)もちつき大会に参加する。

(3)冬休みの過し方を話し合う。

○

○

新年のあいさつ，遊び

お年玉

○

○

○

○

○

○

○

昨年度の８ミリやクリスマス

ソング等を使って，クリスマス

を思い出させる。

○

ツリーの飾りは子供に選ばせ，

友達と協力して飾りつけをさせ

○

る０

繰り返し練習させて，なるべ

く子供たちだけで発表できるよう

にする。

クッキーは型ぬきができるよ

うにあらかじめ準備しておく。

自分の好きな物を進ばせて買

い物をする。

私製のはがきを作り，スタン

プを押したり，絵をかいたりし

て年賀状を作らせる。

郵便屋さんごっこを，役割り

を決めて交互にさせ，郵便のし

くみを知らせる。

母親や友達と一緒に，もちつ

きをしたり ， もちをこれたりし

て楽し<過させる。

新年のあいさつが日頃のあい

さっと違うことに気づかせ，あ

いさつのしかたを練習させる。



小学部中学年１～２月

－１２８－

雌
尤
名

学謝活動・内容

』．冬休みや正ﾉ｣で楽しかったことを先生

と話し合う。

ｏクリスマス○もちつき

ｏ初詣で○お年玉なを

２．：堂学期の行躯について話を聞き，ノj毎

の絵暦をつくる。

ｏ１月一持久造大会０２月一一節分

ｏ３月－おわかれ会など

3．学j佼のまわりを散歩する。

ｏ霊ｏ開

ｏ木々や車花○人の服装ｏ氷

4．冬の遊びについて話し合う。

ｏかるたとり○トランプｏすごろく

ｏ,憤一ルけりｏたこあげ等

5．いろいろな遊びをする。

ｏ錨内での遊び（例）

・あぶりだし

･音あ-蓬遊び

・魚つり

･パチン壷

・ビー製遊び

・まりつき

。ころがしピンポン

・トランポリン

。わらべ歌遊び

．ままごと

・かるたとり，トランプ

・すごろく他

楽しい冬

<３２）

目
標

ｏ木々や草花，人々のようすなど冬の生活について関心を筒

めるとともにフ禰単芯ルールを知り，みんなと－･緒に遊

ぶことにより，冬を楽しく過ごすことができるようにする,、

留意点（Ｉ動き』の手だて）

ｏ具体物（餅やのし袋等）や絵

写真等をもとに話し合わせ，そ

れをぬり絵に描かせる。

ｏ月毎の大きな行事を知らせ，

それを絵勝↓こすることにより星

学期への期待嬢をもたせる。

<＞ド絵は教師が準･備しておく。

ｃ％:､に季節に撮った子･供や学

校周辺の写真やスライドと兇比

くさせる。

ｏかるたやさいころなど具.体物

を示したり，今までした遊びを

させたりしながら話L,合わせる。

。・弓！'匙供たちの発達段階から，

触覚，視覚，聴覚などの迩感を

使ったり，目と手の協応動作を

とり入れたりした感覚的な遊び

を多くとり入れるとともに，模

倣や身体表現が充分紅できるよ

うに遊びを工夫するｃ

。光や帝で，視聴覚の注意をひ

き，それに手の連動がXji:わるよ

うな救具を自作し，子供たち

に使わせるよう{こする

備考

・餅。のし鍔

。絵・写:真

｡ぬり絵

、クレパス

･広:i]尉紙

．えの矢

。クレパス膳

・写真

。スライ了

・さいころ

･ボール他

・みかん

。りんご

ﾟ火鉢

・楽器

･磁石

･すごろく盤

･とび縄

・吉まごと遠具

。パチンコ台

°ビミ電

・卓球合

・ピンポン

･ボ･-.ル



Ｉ

ｏ屋外での遊び（例）

・霜，つららさがし

・雪あそび

。おしくらまんじゅう

・ボール遊び

・鬼ごっこ

・車引き，車押し遊び

・自転車乗り

・なわとび他

６ゲーム大会をする。

（１）学級でする。

(2)学部全体でする。

（３）表彰式をする。

7．節分子供会をする。

（１）節分の話を聞く。

（２）鬼の面つくり

。ぬり絵

。切り抜き（はさみ）

（３）豆まき，歌の練習

（４）節分子供会に参加する。

8．たこあげ大会をする。

（１）たこあげ大会の話を聞く。

（２）たこをつくる。

・だいやたこ

（３）たこあげ大会に参加する。

9．反省をする。

。おもしろかったこと。

・どんな遊びをしたか。

小学部中学年１～２月

。教師や上学年の子供の指示

により，集ったりゲームをしたり

することができるようにする。

。鬼を怪獣，子供たちをウル

トラマンなどの正義の味方にみ

たてさせて，楽しく豆まきをや

らせるようにする。

。鬼の役，豆まきの役を随時交

代してやらせる。

ｏできるだけ子供たち自身の

手で作らせるようにし，細部に

ついては教師が手伝う。

ｏ高くあがった方がよいことを

知らせる。

ｏケーム大会での自分の順位や

使った遊具などをもとに話し合

わせる。

－１２９－

･賞状

°賞品

・紙芝居

・厚紙

・クレパス

・はさみ

。‐里

・竹ひご

・糸

・ビニール

・誠|‘性ペン

・賞状

・作品

・遊具



小学部中学年２～３月

－１３０－

もうすぐ○年生

(３２）

目

標

○

○

おわかれ発表会，おわかれ会などを通して，友だちと一緒

に表現する喜びを味わわせる。

一年間の主なできごとを思い出させ，進級する喜びや希望

をもたせるようにする。

留意点（「動き」の手だて） 備 考

○

○

○

○

○

○

○

○

絵ごよみや写真などをもとに

どんなことがあったか知らせる。

昨年のＶＴＲ，写真などを見

せ，発表会の様子を思い出させ

学習への感心を高める。

一年間を振返り子供たちが殻

もよく活動した物や子･供たちが

楽しんで活動できそうな物を選

択する。

出し物への関心を高め，意欲

的に学習に取り組めるよう，で

きるだけ子供の手を加えて小道

具を作らせる。

練習は，毎日繰り返し，変化

を与えてさせる。

発表会で使った道具を後始末

させながら，したこと , 楽しか

ったことを言わせて反省させる〔

一年間の諸行事で上級生との

活動をおさえ，六年生との遠足

Iま最後であることをおさえる。

六年生と努めて遊ばせるよう

にする。

･絵ごよみ

●

●

●

●

写真

ＶＴＲ

写真

小道具

・カセットレコ

－タ
●

･遠足道具



○六年生が同じ席にいないこと

に気づかせる。

小学部中学年２～３月

･絵ごよみ，８

ミリ，写真

･文集ｏ子供のできる範囲で書かせ，

自分の成長の記録であることを

知らせる。

3．文集「たけのこ」を作る。

（１）昨年の文集について話し合う。’

（２）文字，数字，絵などを書く。

（３）文集を見る。

4．おわかれ会に参加する。

（１）おわかれ会について話し合う。

ｏ期日，日程，プレゼントなど

（２）プレゼントを作る。

（３）出し物の練習をする。

○おわかれのことば

ｏ出し物

（４）おわかれ会に参加する。

5．一年間のまとめを新年度の準備をする。

（１）一年間のできごとについて話し合う。

ｏ主な行事（学期ごと）

・遠足，宿泊学習，水遊び，教育実

習，クリスマス子供会など

（２）新年度のことについて話し合う。

○学年，組，新入生

ｏ春休み，歓迎会

(3)教室の整理をする。

ｏ作品，用具の整理

。教室の整理

。六年生との最後の会であるこ
とを知らせ，おわかれのことば，

プレゼントなどを中心に話し合

わせる。

ｏ文字カードを使って読ませる。

。プレゼント

ｏ絵ごよみ，写真，８ミリなど

を見せ，一年間の行事について

思い出させ，成長したこと，進

級することを知らせる。

ｏ新入生のくること，組の変わ

る子供のいること，下級生の世

話をすることなどを知らせ，進

級の喜びをもたせる。

・文字カード

･図鑑，カメラ

－１３１－

ｏ自分の物はできるだけ自分で

整理させ，教室内の整理は，教

師の指示のもとにさせる。

ｏ新入生を迎える会であること

を知らせる。

。図鑑，絵本などを示し，春の

木，草花の様子について知らせ

る。

(4)歓迎会の準備や練習をする。

6．学校の周辺を散歩する。

（１）春の自然について話し合う。

。木の芽，草花，つぼみなど

（２）学校周辺を歩く。



小学部高学年４月

－１３２－

皇'－－一…一馬…遥砿蝋懲箪維懇き泌を守って讃目

ノ極的に生活しようとする態度を養う。
元わたしたちの学級

ｏ春の自然に関心をもたせるとともに，高学年としての自覚
名（３０）標

をもって集団行動ができるようにする。

､ｉ

一
ｑ
○
『
■

･ ｶﾚﾝグｰ

，８ミリ

．持ち物（リュ

ックサック，

弁当箱，水筒

敷き物等）

・文字カード

･草花の標本

ｏ昨年の様子を８ミリで見せた

り，標本を見せたりすることで，

遠足や野山への関心を高める｡

ｏしおりつくりを通して，地図

交通機関，自然への関心をもた

せる。

ｏ持ち物の取り扱いの技能の向

上を図り，仲よしさんの手伝い

もできるようにする。

春の遠足に参加する。

(1)遠足について話し合う。

。計画，内容，持ち物

(2)遠足のしおりをつくる。

ｏ絵地図，春の草花，動物，天気

(3)遠足の準‘備や練習をするｃ

ｃ持ち物の点;険，扱い方

例弁当の包み方

。集団行動

。仲よしさん．並び方，歩行
’一ー一一一一一一.一一一一一一一一一一一．ー

(4)ｔ_養嘘塁墜皿愛2」
(5)反省をする。

２’
…
：
ｉ
嘘
！
…
‐
…
！
霞

I司
○

学習活動。内容 留意点（「動き」の手だて）Ｉ備 考

。はさみ

｡校外学習

･花の苗，球根

。移植ごて

・じょうろ

･鉢

ｏ必要な仕事を話し合わせ，能

力に応じて決めるようにする。

ｏ木市見学，苗や球根の購入，

植え付け作業等を通して，春の

草花への興味。関心を高める。

きるだけ係を子｜・色紙

新しい学級づくりをする。

(1)新しい学級について話し合う。

ｏ進級，上級生としての態度

。先生，友達の名前調べ，名札はり

oくつ箱,机等の場所，‘位置

(2)歓迎会をする。

ｏ自己紹介，出し物の練習

ｏ係の分担，練習

ｏ歓迎会実施

(3)教室の飾り付けをする。

(4)当番や係を決める。

ｏ仕事内容の確認，係の決定

(5)学校めぐりをする。

(6)木市見学に行く。

ｏ花木，小動物の見学，苗の購入

（７）花園の手入れをする。

1

仲よしさんとの活動等で，

どもIこ分担させて進行させる。

をわからせ，で

学年としての態

り扱う。

ｃ学級だけでな

とも考えるよう

度を具剛体的に取

°小学部生名前

く学部全体のこ’－覧表

に，下級生の名｜・名前力 －卜

前も扱い，高学年としての自覚

をもたせる。

･のり

ｏ新入生を迎える会であること
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ｏ 乗 り物ごっこや乗り物調べなどをすることを通して， いろ

いろな乗り物についての理解を深める。
， の 卜
叫雲

０ バスや電車などに乗る練習をすることにより 公共の乗り

物を利用できるようにする。

二に豊蕊需票
学習活動・内容

1．のりもので遊ぶ。

ｏ三輪車，自転車，ゴーカート．台車他

2．のりもの調べ

。身近なのりもの（用途別）

。（バス，電車，タクシー他）

。（パトカー，救急車，消防車他）

。（ダンプカー，ブルドーザー他）

ｏ陸上，海上，空ののりもの

・（バス，電車，汽車，自家用車他）

。（ポート，ヨット，タンカー他）

。（ジェット機，ヘリコプター他）

。のりものの絵かき，製作をする。

3．のりものごっこ

ｏ用途，場面を考えたのりもので

・パトカー，船，ジェット機

。交通機関のしくみや子どもどうしの

かかわりあいのあるのりもので

。バスごっこ，汽車ごっこ

４．正しいのりものの利用のしかた

。停留所での待ち方ｏ駅のようす

ｏ乗り方ｏ切符の買い方

。車内でのすごし方ｏ駅で働く人

。降り方（料金，切符）

。交通規則，交通安全

5．のりものに乗る。

「汽車に乗ろうｊ

ｏ切符の買い方（行き先）

。目的地で降りる。

6．反省、

せることにより，乗り物への興

味。関心を高める。

。図鑑やスライドを利用させた

り，実際に見学につれていき調

べさせる。

ｏどのような用途（役目）をも

った車かについても取り扱う。

ｅｘ消防車：火覗を消す。

ｏ用途別の分類や陸上,海上別の

分類，絵カードと文字カードの

対応，文字の練習などをさせる

分類,絵ｶードと文字ｶードの｜
対応，文字の練習などをさせるＣｌ

をi:鰯隠臓，の１
運転手,車しようなどの役割｜
や切符の買い方,料金の払い力,｜

交通道徳などをもり込んでごっ｜
こをさせる。

実際に停留所や駅のようすを｜
見学したり，乗り降りの練習を｜

蝋職鰯｜
徳，交通安全などについての知｜

識・理解や態度を身につけさせる｡｜

安全面に充分注意し,切符の｜

買い方や乗り降りなど,できる｜
だけひとりでさせるようにする｡｜
家庭との連絡州にし，以縫｜

継続して指導していくようにする。Ｉ

○

○

○

○

○

－１３３－

備 考

･乗り物の遊具

三輪車

自転車

ゴーカート他

・図鑑

・スライド

°カセット

・絵カード

・文字カード

。画用紙

･空箱，空かん

｡絵カード

°ミニカー

・自作教具

バス，汽車

・８ミリ

．写真

・スライド

・交通標識
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'1、学部高学年６月

－１３４－

儲
弔
・
蝿
や
価

学懇活動・内

1．耐油'､縄執こついて話し合い，学需計画

をたてる。

(１１昨ｲＩ里の満泊学科を忠い患す。

ｏ椎加場所，：;程

(2)今年の寵ｼ1';について議しを伽き，学

判計叫をたてる｡

ｏ食掌:づくり

ｏ貝い物

入浴など

2．宿油学習の準備や練習をする。

(1)猫油道具の確』認をする。

ｏ：恥篭の催謝

。捕油道呉名

(2)日程表と雌計の兄方の練習をする。

ｏｆ･懸表の』fな時刻

ｏ時計の見方

(3)食郡づくりの練習をする。

ｏ買い物

ｏ調瑚

Ｉ４ｊ入浴，寝起きの練習をする。

(5)懐中堪灯の使い方の練習をする。

3．校内lii;i油をする。

４．反背をする急，

術油学習

(４０）

目
標

｡身辺処蕊能力の雌.iZをめざして，積極的に鴬分のことは!〔ｉ

分でしようとする態度を養う。

。集臓の中でビi,分の役割を自覚して，職械的にお動しようj己

する態度を養う。

苛意点（「動き』の手だて）

‐
Ｉ
１
１
ｉ
ｌ

ｌ
‐
Ｔ
ｌ

‐
ｌ
ｉ
Ｉ

ｃ昨年の８ミリ審見て，どんなこ

とをしたか発表させ，宿荊‘i学習

への意欲を尚める。

ｃ膳泊のしおり，日程表赦どを

恋し，どんなことをするかを言

わせ，宿泊灘型までにどんなこ

とをすればよいかについて大ま

かな計而:7をたてさせる。

◎自分で記名の有無を確めさせ

記名溺れは記入させる。

ｏ日程表と群計をたえず比較さ

-き，日程表を児‘て見通しを持つ

た毎勤ができる‘;くうにする。

・サラダ，カレーなど自分達で

できそうな献‘堂を取り上げさせ

繰り返し何度も練習させて指導

者の援助のもとに作れるように

する。

○友達同士で確認させながらさ

せる。

。家庭で使っている物を持って

とさせ，電池のつなぎ方を気づ

かせる。

善：ﾐ羅表に従い，下級雄をリー

；ずしていけるよう，上級生へ指

導，助言をするｃ

備塔

・８ミリうぎルム

。映写機

･ｶﾚﾝタｰ

Ⅱ~脚､

。、ノおり

・ノ,､黙板

･禰雅道具

･文字カー！

。日蝿衣

・時計

・お金

｡スーノｆ－･マー

ケシ：

・調理道具

｡懐11』電灯



小学部高学年７月

－１３５－

単
元
名

たのしい夏

(１６）

目

標

健康や安全に気をつけて，夏の遊びや行事に積極的に取り組

んだり，工夫したりし，夏を楽しく過ごすことができるように

する 。

学習活動・内容 留意点（「動き」の手だて） 備考

1．夏の行事や生活について話し合う。

○ たなばた，６月灯

○キャンプ

○ 夏休み，お盆

2．水遊びをする。

○

○

○

○

○

水のかけ合い

もぐり つ こ

水鉄砲づくり

船づくり

色水遊び

，

，

遊び

遊び

3．たなばた子供会をする。

○

○

●

たなばたの飾りづくり

たなばた子供会参加

うた ， リズム

４「少年自然の家」にキャンプに行く。

○

○

日程説明

参加

5．おやつをつくる。

(1)ジュースをつくる。

(2)かき氷づくり

(3)サラダづくり

○

○

買い物

調理

６夏休みの生活について話し合う。

。

○

夏にあるいろいろな行事を絵

や写真，こよみを使って教え，

○

○

○

夏の行事への関心を持たせる。

身近にあるシャンプー等の空

容器を使って，水鉄砲や船をつ

くらせ，友達や教師と水のかけ

合いをしたり，競争したりして

遊ばせる。

○

○

一学期の反省や希望などを短

冊に書いたり，輪つなぎなどを

つくらせる。

○

○

リーダーとなって子供会を進

めざせる。

模型時計やしおりを使って，

日程その他を知らせ，見通しを

持って活動できるようにさせる《

おやつづくりをするのに必要

な品物はなるべく買いに行かせ

おつかいの練習をさせる。

夏にできる野菜や果物などを

図鑑で調べさせ，関心を持たせ

るようにする。

繰り返しおやつづくりをする

ことにより，家庭でもつくれる

ようにしていく ０

夏休み中の学習や，過し方を

こよみを使って話し合わせる。

●

●

●

｡

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

絵，写真

こよみ

文字カード

水鉄砲

船

空容器

五色紙，色紙

のり

はさみ

竹

模擬時計

しおり

こよみ

食器類

・ジューサー

● 氷かき機

・こよみ

● 学習帳



小学部高学年９月

－１３６－

ｒーー一一ーーー一一一一一ー一－１

噸
池
名

学割活動・脚容

蚤一二学期の行･事について話し合いをする。

(1)夏休み;こついて話し合いをする。

。夏休みのできごと

○夏休みのべんきょう

(2)善学期の行･事について話し合いをす－

ろ。

°地動会

｡少年間然の裳宿拡

．クリスマス･子ども会等

2．遮助会について話し合いをする。，

(1)Ｖ'』､Ｒで昨4畠の迎勤会をみる。

(2)出場種'二Iや内容を話し合､､，決める。

3．迩助会の準怖や練習をする。

(1)運動会ごっこをするｃ

ｏ行進ｏ挫列ｏ順調

。通勤会の歌ｏ得点発表

ｏ集合ｏ炎彰。応援

用具の稚附をする。

ｏ川巣のなまえもﾉらぺ

ｏ；Iミスター-ずくり

(3)学部で練詞をする。

｡行進ｏかけ.少こ◎ルiji援

ｏ種目糾介。得点発裟零

(4)全校で練習をする。

41.辿雌奨錘1蕊P…ｊ

5．運動会の反省をする。

抑Ｖ'ｴ､Ｒを兇る。

<2）良いところ愁いところを発表する。

(3)虻具等の後始末をする。

動会

(５０） 標

１Ｆ』 集肘1行動がすばやくできるようにするとともに競技や演技を

進んですることにより運動会の楽しさを味わうことができるよ

う豚する。

留意点（；動きＩの？だて）

。写真をもとに簡単な話をさせ

たり，文にさ-職たりする。

。教師の示範を見せ芯がら，○

><をつけさせる。

ｏ昨年の写其盗料等を見せなが

ら休職を発表させる。

。種目の内容につ;,1で瞳‘でき

るだけ子供の意見をど-りあげる

ようにしていく。

ｃ教師の指示により，てきぽき

と淫動させたり，友荒ちと協乃

して活勤させたりする。

ｃ繰り返し行うごとによりごつ

との見通しがもてるよう雁する。

・絵と文字のマッチング，文学

の練習や，ぬり絵をさせる。

ｏ下学年の子供たちを決められ

た場所につれてきたり§また合

図で，いろいろな活動ができる

‘失うにさせる

ｏかけっこの岐番など，友涛ち

のことについても発表させる。

備暮

h・写巣

|･原稿蹄畿

･塩蔵
ごり〆､

。こよみ

・ＶＴＩミ

・迎勤会で使ｊｌ

する淵炎

・連動会で使用

する用具

。カセッ！、

。〃.酎加

°絵カート

｡又宝カー．

。パス，絵の典

・運動会で使剛

させる鬼具

。力学控ツ．、

。ＶＴＲ



1､学部高学年１０月

－１３７－

即

Ｘ

名

学習活動・内零

1．校外宿油について話し合いをする｡

(1)８ミ;ｊで昨年の様子をみる。

12ｊ場所・鳳時に-.』いて発表したり，教

師の話を聞いたりするｃ

(3)閥程について話を聞く。

(4)グループづくりをする。

2．持ち物しらべをする。

鯉，記名の確認をする。

宿泊の持ち物について知る。

(3：探険に必要な道具に_ついて:話し合う

。すすきの採集。とんぼ捕り

3．宿渦の練雷をする。

（１）日程表と時刻の』,L力.器練羽ﾂる。

(2)活動をとり出して練習をする。

。入浴，キャンドルファイヤー等

4．野Ｉ.;Iの探険ごっこをする．

山校庭の自然を図鑑で調べる。

熊物を使ってエ作をする。

織撰陣電灯の使い方の練習をする。

＄校外宿虻;（野山の探険）の反省をする。

ｏ楽しかったこと。

合同宿汗|学習に参加する。

。野山の探険ｏ夕べのつどい

○入浴ｏ朝の--)どいく＞キ

やンドルファイヤーｃ食小

野山の探険

(３０）

|到

|標
1－

ｏ秋の自然に慨接触れさせる中で）図鑑を利卿さ-職，動植物

に対する興味i姓』､を--肘尚めさせる。

。身辺処珪能力の確迩を図るとともに集団活動を権極的にし

ようとする態度を育てる。

翻意点〈『動き」の等だて）

心友だちや自分の様･』畠，場所に

ついて話をさせたり，こよみを

読ませたりする。

ｏ文学カードを読ませたり，絵

とのマッチングをさせたりする

ｏ異年齢集団とする。

。文字カードと実物のマッチン

ｸﾞや文牽を読む練習をする。

。場面を具体的に示し，必典な

咽具を発表させる直

ＣＯＯ吟○○時３０分について

興味をもたせる。

嘩異年齢集団で行うじ

。校庭で観察したり，採集した

ものを教室に持ち帰り，図鑑で

調べさせたり，工作に使わせた

りする。

ｏ繰りかえし行う唾とによりご

っこの見遮:/がもてるようにす

ワ

プｐｏ

○グループのリーダーとして活

動できるよう助雷を与える。

ｏ撰集したものや使った腿具を

もとに反筒させる《：

術

・８ミリ

。文学カート

°写真

表
み

１
９
，１
。
ご
記

蝋
１
ｄ

毒
側
と

。
●

･ワッペン

・文字カード

・宿１１と:の持ち物

･プリンＩ

。ナイフ

･捕虫あみ

・日縄表

｡時計のカード

。、作の図鑑

。捕虫あみ

･虫かご

・ナイフ

・ハーロノミ

・ワッペン

・探嬢道具

・栴泊の持ち物

・償程表

・採集物

｡閣具



小学部高学年１１月

とり入れやまつり，遠足のいろいろな活動に参加することに

よって，秋の自然への関心を高め，まつりなどの楽しさを味わ

わせるとともに，それらのおおよその意義が理解できるように

する。

単
元
名

一
睡
』
画
一

まつりをしよう

｡写真

･図鑑

・移植ごて

･はさみ

(４０） 標

備考留意点（「動き」の手だて）学習活動・内容

１．まつりについて話し合う。

ｏ昨年の様子

ｏ期日，その日の日程，内容

２まつりについて計画をたてる。

ｏとり入れ，まつりに準備するもの

ｏ準備作業の計画，係分担

３．まつりの準備をする。

（１）まつりを見に行く。

ｏ大学祭，神社の秋祭りなど

。模擬店の見学，買いもの

(2)とり入れをする。

ｏいもほり

ｏみかんがり

ｏ野菜のとり入れ

ｏ掘り出し，運搬，洗う，袋入れ

（３）おやつをつくる。

。焼きいも，てんぷらなど

ｏジュースつくりｏ試食会

（４）道具をつくる。

○みこし

ｏうちわ

ｏのぼり

（５）出し物の練習をする。

ｏ歌，リズムなど

（６）おみせやさんごっこをする。

ｏくだものや野菜の名まえ調べ

。商品の準備，並べ方

ｏお金の計算

○ことばづかい

ｏ８ミリ等を見せて，とり入れ。８ミリ

やまつりへの意欲をもたせ，ど・写真等

んなことをしたいか話し合せる。。カレンダー

ｏ準備の大まかな手順を考えさ・日程表

せ，係分担を決めさせる。

・木の実

･草花

・竹

。色紙

・レコード

ｏみこしつくり，パレード，模

擬店を見せて，どんなことをす

ればよいかをわからせる。

｡校外学習（学

部合同）

・お金

ｏ植えつけからとり入れまでの

様子，とり入れたもの，更衣な

どから，秋であることをわから

せる。

ｏとり入れたものを料理して，

まつりのおやつとして販売する

ことをめあてにつくらせる。

ｏとり入れの喜びをもとにみこ

しなどをつくることへ発展させる。

ｏ事前に採集した秋の木の実や

葉を使って作らせる。

ｏまつりにふさわしい曲を選ば

せる。

ｏ値段札をみて，お金を出して

買わせる。（１００円以内）

ｏ係を交代させて，おみせやさ

んの簡単なしくみをわからせる。

・調理道具

･ジューサー

。<だもの各種

･模擬店

･お金

。計算器

－１３８－



(7)案内状をかく。

○ 手紙

(8)まつり広場の準備をする。

○

○

○

○

○

道具の運搬，設置

旗の飾り付け

舞台つくり

模擬店つくり

お菓子つくり

○ 商品の準備（袋入れ，陳列）

3°まつりに参加する。

(1)衣装を着ける。

(2)パレードに参加する。

○みこしかつぎ

○ 道具持ち

(3)まつり広場で遊ぶ。

○ 出し物の発表

○ おみせやさんごっこ

○ 買いもの

○おやつ

○ 遊び

(4)後始末をする。

○ とりはずし，運搬

４．まつりの反省をする。

(1)ＶＴＲをみる。

(2)楽しかったことを絵にかく ◎

5．秋の遠足に参加する。

(1)遠足について話し合う。

○ 期日 ， 日程，場所，持ち物など

(2)遠足の準備をする。

(3)遠足に参加する。

(4)遠足の反省をする。

小学部高学年１１月

○ 父母やお世話になっている人 ● 封筒

にかかせる。

○ どんな広場にしたいかを発表 ● 万国旗

させ，子ども達のアイデアをと ● 紅白の布

り入れるようにする。 ● 机 ｐ いす

○ できるだけ友達と協力して作 ● 模擬店セット

業をさせる。 ● お菓子

● くだもの類

○ 衣装や道具を準備し，まつり ● Iま つ ぴ

にふさわしい曲を流して，雰囲 ・はちまき

気を盛り上げる。
←

･つ ちわ

ｏリーダーとなって，笛吹きや ・みこし

声かけをさせ，元気よくパレー ● のぼり

ドができるようにする。 ● 笛，太鼓等

○ 係を分担して，進行させる。 ● くだもの

○ 模緊店を開き，下級生と一緒 ● 収穫したもの

に売ったり ， 買ったりさせる。 ● おやつ

○ 買ったもので友達と一緒に楽 ● おもちゃ

しく遊ばせる。 ● くじ引きなど

● お金

○ 指示に従って，友達と協力し

て後始末をさせる。

● ＶＴＲ

○ 楽しかったことを発表させ， ・フ ユ ルトペン

それをもとに共同で絵をｶﾕかせ ● えのぐ

る◎

○ 春の野山の様子と比較して観 ・スライド

察させ，木の実，草花などを採 ･遠足のしおり

集させる。 ● 遠足の道具

○ グループのリーダーとして下

綾のせわをさせる。

－１３９－



小学部高学年１２月

年末の行事のおおよその意味を分らせる。

。クリスマス子供会の日がわかり，自ら進んで子供会の準祷

や練習をすることができるようになる。

ｏ年の暮れの街の様子やもちつき大会などに関心を持たせ，

小学部高学年１２月

・クリスマス子供会の日がわかり，自ら進んで子F雲歴蒲一
や練習をすることができるようになる。

ｏ年の暮れの街の様子やもちつき大会などに関心を持たせ，

年末の行事のおおよその意味を分らせる。

－１４０－

単
元
魚
クリスマス子"供会

(３０）

目
標

学習活動・内容

1．クリスーマス子供会に参加する。

(1)クリスマス子供会について話し合う。

・期日，出し物

ｏ招待者

ｏ計画づくり等

(2)クリスマスツリ・-･等の飾りつけをす

ろ。

ｏ飾りづくりと飾りつけ

ｏ帽子づくり

13）出L,物の準俄や練習をする。

○歌，リズム

ｏ′j,道具づくり

○招待状づくり

(4)ケーキづくり毒する。

ｏケーキの飾りつけ

(5)プレゼントを買いに行く。

(6)クリスマス子供会に参加する。

2．新年語迎える準備をする。

(1)－年間を振り返って，まとめをする。

ｏ行:事表，こよみ

(2)犀賀状づくりをする。

ｏ郵便局の』,!』学

ｃはがきづくり

ｏ郵便屋さんごみこ

(3)もちつき大会に参加する。

(4)冬休みの過し方を話し合う。

｡行事（出ぞめ式，七草）

留意点（１.動き」の手だて）

ｏ歌やリズム等の出し物は，子

供達で話し合わせて決めるよう

にする。

。『1頃お世話になっている人を

招待するようにさせる。

。友達と協力して，クリスマス

j色供会の看板や会場の飾りづく

りをさせる。

ｏうたやリズムは，繰り返し練

習させる。

。招待状づくりは，友達や教師

と一緒に協力して作らせる。

ｏスポンジ台はあらかじめ準備

しておき，飾りを．:犬させる。

ｏ下級生と二人組を作らせ，下

級生の手助けをさせる。

ｏ行事表やとよみを．使って，年

の暮れを知らせる．

ｏ郵便局に見学に行き，郵便の

しくみについて知らせる。

ｏ私製はがきや官製はがきで友

達へ年賀状を患すようにする。

・絵を使って，卿評の行事を知

らせる。

備考

。こよみ

・クリスマスッ

ﾘー

・用紙

･クレパス

・小型印刷機

。”紙

･生クリーム

･しぼり器

・行事表

・こよみ

・画用紙

。とよみ

･さし絵



小学部高学年１～２月

－１４１－

単
元
名
楽しい ﾉ息

～

（４０）

目

標

○ 木々や草花，人々のようすなど冬の自然についての関心を

高めるとともに，進んで集団に参加し，簡単なルールを理解

して遊ぶことにより，冬を楽しく過ごすことができるように

する ①

学習活動・内容 留意点（「動き」の手だて） 備考

1．冬休みやお正月のことを思い出し，話

し合う。

ｏクリスマスｏもちつきｏ初詣で

oお年玉。新年の抱負など

2．三学期の行事について話し合い，行事

毎の絵暦をつくる

○

０

１月○日：持久走大会ｏ２月○日:ケ

－ﾑ大会ｏ２月○日:節分ｏ３月３日:ひな祭

3．学校のまわりや，町を歩く人のようす

などを見て，冬のようすについて話し合

≠

つｏ

○ 木々や草花○人の服装ｏ氷．雪

4．冬の遊びについて話し合う。

oかるたとり○まりつき○すごろく

○ 節分ｏたこあげ等

5．いろいろな遊びをする。

○

●

●

●

室内での遊び（例）

あぶりだし

音あて遊び

魚つり

・パチンコ

●

●

ビー玉遊び

まりつき

。ころがしピンポン

●

●

●

卜フ ンポリン

わらべ歌遊び

ままごと

・ボーリング

● わなげ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

り

絵や写真をもとに発表させた

、 ままごとで正月ごっこをさ

せたりして思い出させる。

抱負を絵や文にさせ展示する。

行事毎の絵暦をつくることに

より暦に関心を持たせるととも

に
, 三学期の見通しがもてるよ

うにする。

別の季節に撮った写真やスラ

イドと見比べさせ，どんなとこ

ろが違うか話し合わせる。

夏服，冬服，扇風機等も示す。

昨年の内容を思い出させたり，

絵暦を見せて行事との関連も考

えさせたりしながら発表させる。

ゲームの内容については，子

どもたちの意見や発想をおおい

にとりあげ，みんなで協力して

ゲームをやるんだという気持ち

をもたせる。

どんな遊びをどんな順序でし

たいか子どもたちに話し合わせ，

遊びの計画を作らせる。

ケームのルールやその他の約

束ごとを守ってゲームをするよ

うにさせる。

遊びそのもののもつ楽しさや

得点や競争の意味についてもわ

からせたい。

●

●

絵・写真

ままごと道具

・広巾用紙

● えの具

・クレパス

●

●

●

●

●

●

●

●

●

暦

写真・スライ

ド・温度計

夏服・冬服

扇風機・スト

や

－フ

みかん

りんご

燃
燃
脇

・ポール

・パチンコ台

● 卓球台

・ピンポン

● ままごと道具

・ボーリング

● わなげ



小学部高学年１～２月

－１４２－

・かるたとり

。トランプ遊び

・すごろく他

ｏ屋外での遊び（例）

・霜，つららさがし

．雪合戦

。おしくらまんじゅう

。ボーール遊び

・鬼ごっこ

・車引き，車押し遊ひ

・自転車乗り

・なわとび他

6．ゲーム大会表する。

(1)やりたい種目を決める。

(2)係や役割を決める。

(3)，学級でする。

(4)学部全体でする。

(5)表彰式をする。

7．節分子供会をする。

(1)節分の話を聞く。

(2)鬼の面つくり

(3)豆まき，歌の練習

(4)節分子供会をする。

8．たこあげ大会をする。

(1)たこあげ大会を思い出す。

(2)たこをつくる。

ゲイラだこ

(3)たこあげ大会をする。

9．反省をする。

ｏおもしろかったこと

○家でしてみたい遊び

ｏ全員が参加できるように，絵，

文字，数字を工夫したかるたや

トランプを使用する。

ｏグループ内で助け合ったり，

対抗試合をさせたりしながら仲

間意識を育てていくようにする。

｡下学年の子どもたちにやり方

を教えてやったり，彼らの世話

をさせたりして仲よくさせる。

ｃ進行係，審判，得点係などの

役割を分、し，できるだけ子ど

もたち自身でゲームを進めさせ

るようにする。

ｏ節分の意味を紙芝居等で知ら

世，面つくりや豆まきの活動を

おおいに楽しませる。

ｏ昨隼の８ミリや写真を見せて

思い出させる。

ｏたこをあげる方法や高くあが

つた方がよいことを知らせる。

ｏいろいろな遊びやゲーム大会

の反省をもとに，友だちどうし

や家庭でもやってみたいという

気持ちをもたせる．

プ
く

ス
．
、
ル
ン

ｶｺるた

トラン

すごろ

ボール

鬼の面

･全盲
P両一声

三輪車

自転車

とび縄

賞状

賞品

紙芝居

絵本

厚紙

クレパ

はさみ

里

８ミリ

スライ

竹ひご

糸

ビニー

油雌:ぺ



小学部高学年２～３月

－１４３－

単
元
名

学習活動・内容

１．．一年間の主な行事について話し合う。

ｃ主な行事

2．おわかれ発表会に参加する。

（１）おわかれ発表会について話し合う。

ｏ昨年の様子

(2)今雄の出し物をきめる。

ｏ学部全休

･学級ごと

(3)練習計画をたてる。

ｏ小道具の準備，だし物の練習など

(4)小道具の準備をする。

(5)出し物の練習をする｡

ｏ学級ごと

ｏ学部全体

ｏ予行練習

16)藍遜亜蓋錘麺藍塁］
（７）おわかれ発表会の反省をする。

ｏおもしろかったこと

2．おわかれ遠足に参加する。

（1〉おわかれ遠足について話L／合う．。

（２）遠足の準備や練習をする。

ｏ持ち物の点検

○出し物の練習
Ｆ--...－一一一一一一一一一一一．、一一一.‐~１

(3)L_遁埜蝉星唱参麺重2』
(4)おわかれ遠足の反省をする。

○卒業生とした

もうすぐ○年生

(４０）

目
標

'“おわかれ発表会,おわかれ会赦どを適して,皆の前で義塊｜
｜する喜びを味わわせる。

'。張f1皇間の諸行事を思い出させ，進級，卒業の喜びや希望と

｜上級生としての自覚を高めさせる。

留意点（「動き」の手だて）

。絵ごよみ,写真など諾見せて｜

どんなことがあったか想起させ’
る。

。昨年のVTRや写…て'｜
発表会の様子を思い出させ，発

表会への意欲を高める。｜

・できるだけ･殿達の話し合い｜
の中で，出し物の内容について’

考えさせる。

。小黒板に板書し,児通:,をも｜
’って学習できるようにする。

。できるだけ子供の手で作らせ’

｜る。
。子供闘士で手本をホさせたり

|下級生の,,話をさせたりす愚場
を多く取り入れる。

|・小道具憾繍にっ…,次詞：
に使えるよう始末させる。

ｃ６年生との段後の遠足を楽し

'く過せるように,‘…中心
とした活動を考えさせる。

'。岐後の遠足穂ので，６年生は
下級生と，Ｆ級生は上級盤:と相

｜互に楽しく過せるような活動を

｜取り入れる。

備考

・絵でよみ

・写真

１
１
１
１
‐
Ｉ
‐
ｌ
‐
Ｉ
‐

Ｉ
１
１
１
１

・ＶＴＲ

・小黒板

・レコ･-．ド，力

篭ツト

･箱，小道具

｡遠足道具



。おわかれのことば，おれいのこと｜ｏはげましや感謝の気持を態度

(3)出し物やことばの練習をする。

小学部高学年２～３月

3．文集「たけのこ」を作る。

(1)文集づくりについて話し合う。

ｏこれまでの文集 成長の様子に気づかせる。

ｏ今年の主なできごと

(2)文字や絵，数字などを沓:く。

(3)印刷。製本をする。 模写なども書かせる。

(4)文集を見たり，配布したりする。｜ｏ印刷．製本では，子供のでき

るところは分担させる。

4．おわかれ会に参加する。

(1)おわかれ会について話し合う。 ○六年生は卒業，五年生は，最

Ｏおわかれのことば，おれいのこと’上級生になることをおさえる。

ば

ｏ出し物

(2)準備をする。

－１４４－

。プレゼント，おやつづくり

ｏ招待状 待状を書かせる。

ｏ学校周辺

ｏ出し物

ｏ新入生，学年

３．文集「たけのこ」を作る。

（１）文集づくりについて話し合う。ｏこれまでの文集を比較させ，

ｏこれまでの文集成長の様子に気づかせる。

ｏ今年の主なできごと

（２）文字や絵，数字などを沓:く。ｏ子供の実態に応じて，作文，

（３）印刷。製本をする。模写なども書かせる。

（４）文集を見たり，配布したりする。ｏ印刷・製本では，子‘供のでき

るところは分担させる。

４．おわかれ会に参加する。

（１）おわかれ会について話し合う。○六年生は卒業，五年生は，最

ｏおわかれのことば，おれいのこと上級生になることをおさえる。

ば

ｏ出し物

（２）準備をする。

。プレゼント，おやつづくりｏ両親やお世話になった人へ招

○招待状待状を書かせる。

（３）出し物やことばの練習をする。

ｏ出し物

。おわかれのことば，おれいのことｏはげましや感謝の気持を態度

ば で示させる。

（４）おわかれ会に参加する。ｏ５年生を主体に会を進めさせ

る。

５．－年間のまとめや新年度の準備をする。○月ごとの行事をこよみや写真

（１）一年間の諸行墾について話し合う。などで思い出させ，今年の反省

。主な行:Jル（月ごと）をさせる。

（２）新年度のことについて話し合う。ｏ五年生が最上級生になること

Ｏ新入生，学年をおさえ，下級生の世話をする

ｏ春休み，歓迎会ように促す。

（３）教室内外の整理する。ｏ自分の作品を整理するととも

ｏ教察内に，学んだ場所の整理と清掃を

ｏ校舎の周囲させ，感謝の気持ちを育てる。

（４）歓迎会の準備や練習をする。ｏ係分担はきめておく。

６．春の自然の観察をする。ｏ冬と春の季節の違いに，樹木

○学校周辺人々の様子から気づかせる。

ば で示させる。

(4)おわかれ会に参加する。 ｏ５年生を主体に会を進めさせ

る。

(1)一年間の諸行半について話し合う。｜などで思い出させ，今年の反省｜リ

ｏ主な行:Jル（月ごと） をさせる。

人々の様子から気づかせる。

(2)新年度のことについて話し合う。ＩＣ五年生が最上級生になること

に，学んだ場所の整理と清掃を

をおさえ，下級生の世話をする

ｏ春休み，歓迎会 ように促す。

(3)教室内外の整理する。 ｏ自分の作品を整理するととも

ｏ教室内

。校舎の周囲 させ，感謝の気持ちを育てる。

(4)歓迎会の準備や練習をする⑥ ｏ係分担はきめておく。

６春の自然の観察をする。

文集

プリント

印刷機

プレゼント，ぉ

やつ用品

文字カート

絵ごよみ，８ミ

図鑑，カメラ




